
ＩＸＡＳ日本語スクール学則 
1. 総則 

 

第１条     目的 

本学は、進学を希望する外国人留学生に対し、進学及び、その後の社会生活に必要となる日本語能力を

身につけるための教育を行うとともに、日本社会や文化への理解を深め、自ら考え他者とコミュニケーシ

ョンを図りながら、主体的に行動できる力を育成することを目的とする。 

第２条     名称 

本学は、ＩＸＡＳ日本語スクールという。 

第３条     位置 

本校は、愛知県名古屋市天白区中平３丁目２０２番地に置く。 

分校は、愛知県名古屋市天白区平針５丁目９１８番地に置く。 

 

2. コース、修業期間、収容定員及び休業日 

 

第４条     コース･修業期間･収容定員 

本学のコース、修業期間、収容定員及びクラス数は、次の表のとおりとする。 

コース名 修業期間 収容定員 クラス数 備考 

進学 

２年コース 

２年 １９０人 １０クラス  ４月生・・・１９０人 

小計 １９０人 １０クラス  ４月生・・・１９０人 

進学 

１年６か月コース 

１年６か月 ８０人 ４クラス １０月生・・・８０人 

小計 ８０人 ４クラス １０月生・・・８０人 

合計 ２７０人 １４クラス  

 



第５条     始期･終期・授業の終始時刻 

本学の進学２年コースは、４月に始まり、翌々年の３月に終わる。 進学１年６か月コースは、１０月に

始まり、翌々年の３月に終わる。 

1． 前項の期間を分けて、次の学期とする。 

（1） 進学２年コース     

４月１日から翌々年３月３１日まで 

      第一学期 ４月１日から９月３０日 

          第二学期 １０月１日から３月３１日  

       第三学期 ４月１日から９月３０日（翌年） 

          第四学期 １０月１日から３月３１日 

（2） 進学１年６か月コース    

１０月１日から翌々年３月３１日まで 

      第一学期 １０月１日から３月３１日 

          第二学期 ４月１日から９月３０日（翌年） 

       第三学期 １０月１日から３月３１日 

2． 授業の終始時刻は、午前クラスは９：２０から１２：５０までとし、午後クラスは１３：２０から

１６：５０までとする。 

第６条     休業日 

1. 本学の休業日は、次のとおりとする。 

（1） 土曜日・日曜日 

（2） 国民の祝日に関する法律で規定する休日 

（3） 夏季休業（８月第一土曜日から８月第四日曜日まで） 

（4） 秋季休業（９月最終土曜日から１０月第一日曜日まで） 

（5） 冬季休業（１２月２５日から１月第一日曜日まで） 

（6） 春季休業（３月第二土曜日から４月第一日曜日まで） 

2. 教育上必要であり、かつ、やむを得ない事情があると校長が認めるときは、前項の規定にかかわら

ず、休業日に授業を行うことができる。 

3. 非常災害その他急迫の事情があると校長が認めるときは、臨時に授業を行わないことができる。 



第７条     休講及び補講 

校長は、次の各号のいずれかに該当するときは、授業を休講とすることがある。 

1. 天災地変、交通機関の途絶、その他非常災害のため授業の実施が困難と認められるときは、休講と

することがある。感染症の流行等により、防疫上必要と認められるときを含む。 

2. 前項の休講措置の判断は、原則として名古屋市教育委員会の定める市立学校の臨時休業（休校）措

置の基準に準ずるものとする。 

3. 本条の規定により休講とした授業については原則として補講を行う。ただし、当該期の総授業時間

数が日本語教育機関認定法に定める基準を満たしていると校長が認めた場合は、補講の一部又は全

部を行わないことができる。 

4. 具体的な発令基準について 

（1） 名古屋市に「暴風警報」「暴風雪警報」「特別警報」又は避難指示（警戒レベル４以上）

が発表された場合を休講とする。 

（2） 前条の警報等の発表又は解除の時刻に応じ、当日の授業は次のとおり取り扱う。 

① 午前６時の時点で警報等が発表されている場合：午前の授業を休講とする。 

② 午前 11時までに警報等が解除された場合：午後の授業は実施する。 

③ 午前 11時の時点で警報等が継続している場合：当日のすべての授業を終日休講とする。 

④ 前項にかかわらず、名古屋市教育委員会が前日までに一斉臨時休校を決定・報道発表した場

合は、それに準じて終日休講とする。 

5. 休講の通達は、教職員は教務主任より、学生はすべて生活指導者（学生課）より行う。 

 

3. 学習の評価及び教職員組織 

 

第８条     教育課程 

本学の各コース別の教育課程及び授業時数は、以下のコースカリキュラム表１・表２の通りとする。た

だし、ここにいう授業時数の１単位時間は、４５分とする 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コースカリキュラム表１ 進学 2年コース 

授業科目 
2年当たりの授業時間数 

科目別総数 
初級 中級 上級 

総合 

  

300 480 200 980 

文字語彙 

  

60 80 40 180 

作文 

  

40 0 0 40 

聴解 

  

 80 0 80 

文法 

  

 80 0 80 

読解 

  

 80 0 80 

視聴覚 

  

  40 40 

グループワーク 

  

  40 40 

時事 

  

  40 40 

卒業制作 

  

  40 40 

合計 

  

400 800 400 1600 



 

第９条     学習の評価 

半期に一度、科目別成績評価を行う。科目は、「文字語彙」「聴解」「文法」「読解」「作文」「口頭

表現」の 6科目とする。試験の成績と平常点等を総合し、評価Ｓ（９０～１００点）・Ａ（８０～８９

点）・Ｂ（７０～７９点）・Ｃ（６０～６９点）・Ｆ（５９点以下）の５段階評価とする。Ｃ以上を合格

とし、Ｆの者は補習を行った後再試を行い、合格すればＣ判定とする。科目別成績評価を総合してレベル

判定を行う。 

第１０条 教職員組織 

1. 本学に次の教職員を置く。 

（1） 校長 

（2） 主任教員 

（3） 教員        ２９人以上（うち専任１０人以上） 

（4） 生活指導担当者   ６人以上（うち専任４人以上） 

コースカリキュラム表２ 進学 1年 6か月コース 

授業科目 
1年 6か月当たりの授業時間数 

科目別総数 
初級 中級 上級 

総合 

  

0 480 200 680 

文字語彙 

  

0 80 40 120 

聴解 

  

 80 0 80 

文法 

  

 80 0 80 

読解 

  

 80 0 80 

視聴覚 

  

  40 40 

グループワーク 

  

  40 40 

時事 

  

  40 40 

卒業制作 

  

  40 40 

合計 

  

0 800 400 1200 



（5） 事務職員      ２人以上（うち専任２人以上） 

2. 前項のほか、必要な職員を置くことができる。 

3. 校長は、校務をつかさどり、所属職員を監督する。 

 

4. 入学、休学、転学、退学、卒業及び賞罰 

 

第１１条 入学資格 

本学への入学資格は、次の条件をいずれも満たしていることとする。 

1. 外国において学校教育における１２年以上の課程を修了した者、またはそれと同等の資格を有す

る 

2. 日本語学習歴が １５０ 時間以上あること、または日本語能力試験（ＪＬＰＴ）Ｎ５ 以上、その

他公的日本語試験の同等以上の合格証明書を有する者。 

3. 経費支弁者により、日本留学中の学費および生活費が確実に支弁されることが証明できる者。 

4. 本学での学習に対して明確な目的を持ち、心身ともに健康で学習に専念できる者。 

5. 正当な手続によって日本国への入国を許可され、又は許可される見込みのある者。 

第１２条 入学時期 

本学への入学は、年２回とし、その時期は、４月と１０月とする。 

第１３条 入学手続 

本学への入学手続は、次のとおりとする。 

1. 本学に入学しようとする者は、本学が定める入学願書、その他の書類に必要な事項を記載し、第

１９条に定める入学検定料を添えて、指定期日までに出願しなければならない。 

2. 前号の手続を完了した者に対して選考を行い、入学者を決定する。 

3. 本学に入学を許可された者は、指定期日までに第１９条に定める入学金、施設・設備費、教材費、

授業料、健康管理費、課外活動費及び留学生保険料と必要な書類を添えて、入学の手続きをしな

ければならない。 

第１４条 休学・復学 

 休学・復学については、次のとおりとする。 



1. 生徒が疾病その他やむを得ない事由によって、７日以上休学しようとする場合は、その事由及び

休学の期間を記載した休学届けに、診断書その他必要な書類を添えて申請し、校長の許可を受け

なければならない。 

2. 休学した者が復学しようとする場合は、校長にその旨を届け出て、校長の許可を得て復学するこ

とができる。 

第１５条 転学・退学 

転学・退学については、次のとおりとする。 

1. 転学を希望する者は、あらかじめその理由を記した「転学願（退学願）」を提出し、校長の許可

を得なければならない 

2. 災害その他の事由により、本学における学習の継続が困難となった場合、学校事務統括者は学生

の転学の支援を行う。別途参照「閉校・災害時転校支援体制」に定める。 

3. 退学しようとする者は、その事由を記し、校長の許可を受けなければならない。 

第１６条 修了･卒業の認定 

修了・卒業の認定については、次のとおりとする。 

1. 校長は、教育課程で定められた各授業科目について第９条に定める学習評価を行い、一定の評価

を受けた者に対して当該科目の修了を認定する。 

2. 修了時における熟達度評価を行い、日本語教育の参照枠Ｂ２相当であること。 

3. 修了時に行われるスピーチコンテストに参加すること。自己表現において、他者より、一定の評

価を得ること。 

4. 校長は、本学の所定の課程を修了し、修了条件を満たす者に対して、修了証書を授与する。 

第１７条 褒賞 

理事長は、成績優秀かつ他の生徒の模範となる者に対して、褒賞を与えることができる。 

第１８条 懲戒処分 

懲戒処分については、次のとおりとする。 

1. 生徒が、この学則その他本学の定める諸規則を守らず、その本分に反する行為があったときは、

校長は、当該生徒に対して懲戒処分を行うことができる。  

2. 懲戒処分の種類は、訓告、停学及び退学の３種とする。 

 



3. 第１５条は、次に該当する生徒に対してのみ行うものとする。 

（1） 性行不良で改善の見込みがないと認められる者 

（2） 学力劣等で成業の見込みがないと認められる者 

（3） 正当な理由がなく出席率不良の者 

（4） 学校の秩序を乱し、その他生徒としての本分に反した者 

 

5. 生徒納付金 

 

第１９条 生徒納付金 

本学の生徒納付金は、次のとおりとし、詳略は「学費等の納付金返金規定」に別途定める。 

1 入学検定料 22,000円 

2 

入学金 

（入学時のみ） 77,000円 

3 

施設・設備費 

（進学２年コース／進学１年６か月コース） 88,000円／66,000円 

4 

教材費 

（進学２年コース／進学１年６か月コース） 66,000円／49,500円 

5 

授業料 

（両コース同様） 55,000円（月額） 

6 

健康管理費 

（入学時のみ） 10,000円 

7 

課外活動費 

（進学２年コース／進学１年６か月コース） 44,000円 

8 

留学生保険料 

（２年間分入学時納付） 10,000円 

 

2年間合計 

（進学２年コース／進学１年６か月コース） 1,637,000円／1,257,500円 

 



第２０条 納入 

納入については、次のとおりとする。 

1. 生徒が在籍中は、出席の有無にかかわらず、授業料を所定の期日までに納入しなければならない。 

2. 生徒が休学した場合、第２０条１の規定にかかわらず、その始めに属する月から授業料を免除す

ることがある。 

3. 特別の事由がある場合、第２０条１の規定にかかわらず、別に定めるところにより、授業料の全

部又は一部を減免することがある。 

第２１条 滞納 

生徒が、正当な理由なく、かつ、所定の手続を行わずに、授業料を２か月以上滞納し、その後においても

納入の見込みのない場合には、校長は、当該生徒に対して退学を命ずることができる。 

第２２条 生徒納付金の返還 

既に納入した生徒納付金は、原則として返還しない。詳細は別途「学費等の納付金返金規定」に定める。 

 

6. 雑 則 

 

第２３条 寄宿舎 

寄宿舎に関する事項は、詳細は別途「寄宿舎の概要・ルール」に定める。 

第２４条 健康診断 

健康診断は、毎年１回、４月により実施する。 

 

 

附 則  

この学則は、２０２６年４月１日から施行する 

 

 

 

 

 

 

 


